
藤 営 自 治 区 

    
弥
栄
神
社 

「
年
越
し
」
と
「
鏡
開
き
」 

昨
年
の
十
二
月
三
十
一
日
（
火
）
午
後
十
一

時
か
ら
元
日
午
前
二
時
頃
ま
で
「
年
越
し
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

神
社
参
拝
さ
れ
た
方
々
に
は
甘
酒
、
お
菓
子 

（
お
子
さ
ん
の
み
）
、
お
み
く
じ
が
振
舞
わ
れ

結
構
な
人
数
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

弥
栄
神
社
に
お
い
て
も 

・
神
宮
大
麻 

・
弥
栄
神
社
お
札 

・
お
守
り 

の
三
種
類
を
販
売 

お
み
く
じ
は
、
無

料
に
て
引
い
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

文責：藤本修身 

ま
た
、
翌
週
の
日
曜
日
、
一
月
五
日
は
午
前

十
時
か
ら
「
鏡
開
き
」
が
行
わ
れ
、
古
く
な
っ

た
お
札
や
し
め
縄
等
の
ど
ん
ど
焼
き
と
と
も
に

お
し
る
こ
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

藤
岡
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議 

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」 

一
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
藤
岡
南

交
流
館
に
て
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

令
和
四
年
ま
で
は
「
新 

成
人
を
祝
う
会
」
と
し
て 

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、 

「
成
年
」
の
扱
い
が
十
八 

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ 

と
に
よ
り
、
令
和
五
年
か 

ら
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」 

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
ま
で
全
ト
ヨ
タ
労
連
研
修
セ
ン

タ
ー
「
つ
ど
い
の
丘
」
に
て
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
利
用
状
況
等
の
諸
事
情
に
よ
り
、
今
回

は
「
藤
岡
南
交
流
館
」
に
て
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。 

前
日
の
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
会
場
準
備
や

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

今
年
は
司
会
を
行
な
う
方
の
中
に
芸
大
の
演

劇
部
の
方
が
い
て
、
そ
の
部
員
の
方
々
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

      

本
年
の
藤
岡
南
地
区
の
参
加
対
象
は
藤
岡
南

中
学
校
の
第
九
期
生
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
方
も
含
め
対
象
者
は
百
二
十
三
人
。 

当
日
の
参
加
者
数
は
百
十
人
と
八
十
九

．

四
パ
ー
セ
ン
ト
の
過
去
最
高
参
加
率
を
示
し

ま
し
た
。 

参
加
者
に
配
布
し
た
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」 

（
表
） 

 
 

 
 

 
 

（
裏
） 

 

三
つ
折
り 

 
 

 

 

区
長
だ
よ
り 

 

令和７年１月吉日 

回 覧 

⇑ ⇓ 参拝の様子 

⇓ おみくじ、お札販売の様子 

 

 

 

  

参加者の皆さん（110名） 

←
開
催
前
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
実
行
委
員
長 

太
田
西

中
山
自
治
区
長
あ
い
さ
つ 

←
藤
岡
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
青
少
年
育
成
部
会 

脇
谷

部
会
長
あ
い
さ
つ 



 

藤
岡
南
交
流
館
多
目
的
ホ
ー
ル
参
加
者
の
様
子 

 
 

 

 

司
会
の
お
二
方 

 
 

 

「
誓
い
の
言
葉
」
の
お
二
方 

 
 

 

 

会
長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞 

 
 

 

 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞 

 
 

開
催
後
の
反
省
会 

 
 

 

豊
田
市
交
通
安
全
市
民
大
会 

一
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
豊
田

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
交
通
安
全

活
動
の
推
進
に
対
す
る
次
の
功
労
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

〇
交
通
安
全
功
労
者
（
二
名
） 

〇
交
通
安
全
グ
リ
ー
ン
功
労
章
（
十
八
名
・

四
団
体
） 

〇
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・
標
語
（
最

優
秀
十
二
名
・
優
秀
十
八
名
・
佳
作
二
十
一
名
） 

〇
交
通
事
故
防
止
優
良
校
・
園
（
金
賞
百
三

十
二
校
・
銀
賞
十
六
校
・
銅
賞
三
十
二
校
） 

藤
岡
南
地
区
か
ら
は
長
年
、
交
通
指
導
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
海
野
幸
治
様
（
藤
営
）
ま
た

「
み
ま
も
り
隊
員
」
の
一
員
と
し
て
深
見
細
田

か
ら
西
中
山
辻
貝
戸
の
信
号
ま
で
付
き
添
わ
れ 
 

た
太
田
み
ど
り
様
（
深
見
）
の
お
二
方
が
「
交

通
安
全
グ
リ
ー
ン
功
労
章
」
を
受
賞
。 

ポ
ス
タ
ー
や
作
文
、
標
語
の
募
集
三
千
八
十

七
点
の
応
募
か
ら
、
最
優
秀
賞
と
し
て
市
長

賞
、
議
長
賞
、
警
察
署
長
賞
、
交
通
安
全
市
民

会
議
会
長
賞
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
標
語
の
入
賞

の
中
に
は
、
中
山
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
名

前
が
優
秀
賞 

六
名
の
う
ち
二
名
、
佳
作 

十

名
の
う
ち
二
名
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
優
良
校
と
し
て
、
金

賞
を
中
山
こ
ど
も
園
、
中
山
松
元
幼
稚
園
、
銀

賞
を
中
山
小
学
校
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
全
国
で
二
千
六

百
六
十
三
人
、
内
愛
知
県 

百
四
十
一
人
、
さ

ら
に
豊
田
市
は
六
人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
交
通
事
故
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
注
意
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

⇓
 

市
長
賞
、
議
長
賞
の
ポ
ス
タ
ー 

 
 

 

 

⇑ 表彰の様子 



 


